
小
特
集

六
角
氏
式
目
と
永
源
寺
文
書
の
研
究

㈡

小
特
集
﹁
六
角
氏
式
目
と
永
源
寺
文
書
の
研
究
﹂
㈡
に
つ
い
て

東

島

誠

目

次

小
特
集
﹁
六
角
氏
式
目
と
永
源
寺
文
書
の
研
究
﹂
㈡
に
つ
い
て
︵
東
島

誠
︶

︻
史
料
紹
介
︼

羽
成
祥
子

地
域
社
会
に
お
け
る
兄
妹
扶
持
の
様
相

︱
︱
永
和
三
年
二
月
二
十
九
日

円
印
寄
進
状
の
分
析
を
通
し
て

岡
村
隆
洋

戦
国
期
湖
東
地
域
に
お
け
る
﹁
升
﹂
承
認
過
程

︱
︱
弘
治
元
年
十
一
月
九
日

永
源
寺
某
・
含
空
院
某
連
署
掟
書
土
代
の
紹
介

︻
史
料
翻
刻
︼

佐
野
啓
生

﹁
寛
文
・
延
宝
西
ヶ
峯
相
論
﹂
関
係
史
料
の
紹
介
︵
上
︶

︻
史
料
目
録
︼

永
源
寺
文
書
中
世
文
書
目
録

㈡

凡
例

目
録
①
の
訂
正
と
補
足

目
録
⑤

函
二
二
二

目
録
⑥

函
二
三
二

二
〇
二
四
年
度
に
本
誌
六
九
〇
号
に
掲
載
し
た
︑
小
特
集
﹁
六
角
氏
式
目
と
永

源
寺
文
書
の
研
究
﹂
㈠
の
続
編
で
あ
る
︒
小
特
集
㈠
の
巻
頭
挨
拶
で
は
︑
臨
済
宗

永
源
寺
派
教
学
部
員
で
︑
本
学
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
客
員
協
力
研
究
員
で

も
あ
る
森
慈
尋
氏
に
︑﹁
永
源
寺
文
書
な
ら
び
に
永
源
寺
の
文
化
財
︱
︱
現
状
と
展

望
﹂
を
寄
稿
い
た
だ
い
た
が
︑
そ
の
末
尾
に
︑﹁
特
に
貴
重
な
中
世
資
料
や
書
画
︑

墨
蹟
の
一
部
に
つ
い
て
は
︑
二
〇
二
四
年
度
以
降
に
Ａ
Ｒ
Ｃ
文
化
資
源
ポ
ー
タ
ル

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
に
順
次
公
開
を
す
る
予
定
﹂
と
あ
る
と
お
り
︑
目
下
︑
こ
の
小

特
集
で
の
成
果
を
踏
ま
え
た
︑
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
公
開
準
備
が
︑
並
行
し
て
進
め

ら
れ
て
い
る
︒
特
に
中
世
文
書
に
つ
い
て
は
︑
す
で
に
二
〇
二
五
年
一
月
末
の
厳

寒
の
な
か
︑
同
寺
内
に
お
い
て
公
開
用
の
高
精
細
写
真
の
撮
影
を
終
え
て
い
る
︒

が
︑
当
然
の
こ
と
な
が
ら
︑
デ
ジ
タ
ル
画
像
公
開
に
至
る
ま
で
に
は
︑
年
次
比

定
︑
人
名
比
定
︑
文
書
名
の
訂
正
は
も
ち
ろ
ん
︑
す
べ
て
に
お
い
て
︑
既
存
の
目

録
や
史
料
集
の
︑
徹
底
的
な
見
直
し
︑
再
検
討
が
必
須
と
な
る
︒
本
誌
六
九
〇
号

の
小
特
集
㈠
は
︑
幸
い
に
し
て
︑
六
角
氏
や
永
源
寺
に
関
心
を
寄
せ
る
研
究
者
の

方
々
か
ら
の
反
響
も
大
き
く
︑
こ
の
成
果
を
踏
ま
え
た
︑
新
た
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
︑
そ
の
一
方
で
︑

小
特
集
㈠
に
掲
載
し
た
目
録
①
～
④
の
な
か
に
も
︑
す
で
に
訂
正
す
べ
き
箇
所
が

出
て
き
て
い
る
︒
永
源
寺
文
書
の
中
世
文
書
目
録
は
︑
今
回
掲
載
の
目
録
⑤
函
二

二
二
︑
⑥
函
二
三
二
と
︑
次
回
︑
小
特
集
㈢
で
の
目
録
⑦
函
二
三
三
︑
⑧
函
二
九

小
特
集
﹁
六
角
氏
式
目
と
永
源
寺
文
書
の
研
究
﹂
㈡
に
つ
い
て

一
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二
の
掲
載
を
も
っ
て
︑
一
応
の
完
結
と
な
る
が
︑
小
特
集
㈠
所
載
の
目
録
訂
正
に

つ
い
て
は
︑
三
六
～
三
七
頁
で
必
要
最
小
限
の
情
報
提
供
を
行
う
に
と
ど
め
︑
最

終
的
に
は
目
録
完
結
後
︑
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
公
開
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
︒

以
上
の
事
情
に
と
も
な
い
︑﹁
六
角
氏
式
目
と
永
源
寺
文
書
の
研
究
﹂
と
銘
打

つ
こ
の
小
特
集
も
︑
二
回
目
の
本
号
は
︑
事
実
上
︑﹁
永
源
寺
文
書
の
研
究
﹂
に

特
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒﹁
六
角
氏
式
目
の
研
究
﹂
に
か
か
わ
る
研
究
成
果
に

つ
い
て
は
︑
次
回
︑
小
特
集
㈢
に
て
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
い
︒

本
号
に
は
ま
ず
︑
史
料
紹
介
と
し
て
羽
成
論
文
・
岡
村
論
文
を
掲
載
し
た
︒
中

世
近
江
の
女
性
財
産
に
つ
い
て
は
︑
六
角
氏
式
目
四
八
条
の
﹁
粧
田
﹂
の
問
題
を

は
じ
め
と
す
る
重
要
テ
ー
マ
で
あ
る
が
︑
羽
成
論
文
は
︑
中
世
社
会
に
お
け
る
女

性
の
権
利
と
保
護
に
か
ん
し
て
︑
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
︑
き
ょ

う
だ
い
︵
sib
lin
g
s︶
関
係
に
着
目
︒
函
二
二
二
に
収
載
さ
れ
た
一
文
書
か
ら
︑
兄

と
し
て
妹
の
扶
持
を
果
た
そ
う
と
す
る
意
志
を
読
み
取
る
︒
岡
村
論
文
は
︑
長
櫃

中
世
文
書
・
四
六
号
に
見
え
る
︑
山
上
郷
に
お
け
る
﹁
升
﹂
承
認
過
程
を
再
検
討

す
る
こ
と
で
︑
中
近
世
移
行
期
村
落
の
重
要
問
題
に
肉
薄
︒
同
文
書
は
小
特
集
㈠

に
掲
載
し
た
目
録
①
で
は
﹁
写
﹂
と
し
て
い
た
が
︑
こ
こ
に
明
ら
か
な
と
お
り

﹁
土
代
﹂
で
あ
り
︑
宛
所
名
も
違
っ
て
い
た
︒
さ
ら
に
読
み
下
し
に
お
い
て
も
︑

既
存
の
読
み
を
一
新
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒
な
お
﹁
山
上
郷
﹂
に
つ
い
て

は
︑
同
論
文
の
取
り
上
げ
る
戦
国
期
以
前
︑
南
北
朝
時
代
に
﹁
山
上
惣
﹂
の
所
見

が
あ
る
︵
長
櫃
中
世
文
書
・
一
〇
号
︑
下
段
写
真
︶
︒
両
者
の
関
連
に
つ
い
て
は
︑
今

後
の
課
題
と
な
ろ
う
︒

次
に
︑
佐
野
論
文
の
史
料
翻
刻
は
︑
小
特
集
㈠
の
研
究
ノ
ー
ト
の
続
稿
で
あ

る
︒
中
世
前
期
を
主
た
る
研
究
領
域
と
す
る
者
が
︑
近
世
文
書
に
挑
ん
だ
異
色
の

研
究
成
果
で
あ
り
︑
前
稿
も
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
︒

末
尾
な
が
ら
︑
今
回
も
臨
済
宗
永
源
寺
派
大
本
山
永
源
寺
︑
と
り
わ
け
同
寺
の

森
慈
尋
氏
︑
ま
た
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
に
は
︑
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
︒
こ
こ

に
記
し
て
︑
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
︒

︵
本
学
文
学
部
・
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
)

二
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